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長野県岡谷市教育委員会



序

平成3年 度の榎垣外遺跡ほか、岡谷市内遺跡の発掘調

査及び試掘 ・確認発掘調査の報告書(概 報)を 刊行する

ことになりました。

近年は個人住宅建設 に関連 した遺跡範囲内の土木工事

が多 く、本年の調査件数も41件 にのぼ りました。特 に本

年後半は農地転用申請が急増 し、租税特別措置法の改正

による影響 を大きく受 けるかたちとな りました。

今年度の調査では、榎垣外遺跡から掘立柱建物跡や平

安時代の住居跡 など多 くの遺構が発見 され、なかでも下

片間丁地籍における直径3m深 さ1.8mの 特殊遺構は、

官衙跡 を考察するうえで大変貴重な発見 となりました。

これら貴重な文化遺産 を大切にして行かな くてはなら

ないと同時に、 この報告書が今後学術文化の向上に活用

されることを願 ってお ります。

今年度の調査 にあた り、土地所有者各位、工事関係者

の方々、 そして調査地に隣接した多 くの皆様のご好意、

ご協力にお礼申し上 げる次第であります。 また、発掘調

査に携わっていただいた皆 さんには、炎暑、厳寒の中を

御苦労いただき感謝 申し上げます。

平成4年3月1日

岡谷市教育委員会

教育長 齋 藤 保 人



例 言

1.本 報告書は、平成3年 度榎垣外遺跡ほか、岡谷市内遺跡発掘調査及び試掘・確認発掘調査の報告書(概 報)

である。

2.調 査は、国および県から補助金交付を受 けた岡谷市教育委員会が、平成3年4月16日 か ら平成4年3月21

日にかけて実施 した。整理作業は主に1月 ～2月 に行ったが出土品は十分な整理が終了していないため、概

要の掲載 にとどめてある。

3.出 土遺物、記録図面、写真等の資料はすべて岡谷市教育委員会で保管している。

4.本 報告書中の扇平遺跡は、発掘調査及び報告書作成 までを三田村美日子氏が担当し、遺構 ・遺物の実測図

は郷土の文化財15「 梨久保遺跡」(1986年 刊)の 記述 に準 じた。
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1.平 成3年 度 発 掘調 査 及 び試掘 ・確 認 発掘 調 査の概 要

平成3年 度、岡谷市内において周知の遺跡 に農地転用、公共事業等の開発行為が計画 ・実施され、市教育委

員会が何 らかの対応 を実施 した件数は50件 をこえ、そのうち試掘 ・確認発掘調査は33件 に及んでいる。そして

それからさらに発掘調査 したケースは6件2遺 跡である。 また、 この他 に新都市開発遺跡発掘調査を行 った。

本年度の調査の特徴は、 ここ数年続いている傾向に同 じで、長地方面の平坦部(湖 北地区沖積地)に 調査が集

中 していることである。従って、縄文時代の遺構 ・遺物は、扇平遺跡において小竪穴群が発見された以外は比

較的少ない数である。 これに対 して奈良～平安時代の遺構 ・遺物が多 く検出され掘立柱建物跡や墨書土器が発

見された。

調査の中で注目すべ きものは、唯一縄文時代の発掘調査 となった扇平遺跡の成果であろう。昭和46年 の上 ノ

原小学校建設 にあた り、大掛 りな発掘調査が行われ縄文時代中期初頭の集落:が発見された場所か ら南に200m

ほど下がった所から約120基 の小竪穴が発見され、集落 との関係 を考察するうえで大 きな成果があった。

また、榎垣外遺跡においては、榎海 戸地籍か ら多 くの墨書土器が出土 し、下片間丁地籍では掘立柱建物跡や

半径3m深 さ1.8mの 摺鉢状の竪穴が発見され、横河川の自然堤防ぎりぎりの所まで集落が広がっていたこと

が明 らか となった。僅かな面積の農地転用であっても確実に調査 を継続することによって、これまでの調査で

得 られた成果 をより一層充実させることがで きるばか りではな く、さらに広い遺構群全体 を概観し遺跡の性格

を確定することができるであろう。

なお、発掘調査 については本文中にその概要を記 したが、試掘調査によって遺構が発見 されず発掘調査にい

たらなかった箇所 については以下の表によることにして詳細は省略した。

表1平 成3年 度 試掘 ・確 認 発掘 調 査 一覧 表

遺 跡 名

1榎 垣外(下 片間町)
2榎 垣外(向 田通)

3榎 垣外(町 頭北)

4榎 垣外(向 田)

5清 水田

6榎 垣 外(虫醐 塚)
7牛 平北

8榎 垣 外(向 田)

9広 畑

10広 畑
11広 畑

12榎 垣 外(金 山)

13榎 垣外(古 屋 敷)

14榎 垣外(榎 海戸)

15榎 垣外(榎 海戸)
16上 屋敷

17柳 海途

18扇 平

19榎 垣外(榎 海戸)

20榎 垣外(榎 海戸)
21榎 垣外(向 田)

22梨 久保(神 明原)

23榎 垣外(下 片間丁)

24榎 垣外(下 片間丁)

25地 獄沢
26長 塚

27豊 太郎垣外

28榎 垣 外(上 村)

29海 戸
30海 戸

31天 王垣 外

32榎 垣外(下 片間町)

33上 向

34井 揚 汐下
35狐 穴 日向

36越 道

37井 揚

38老 婆久保

39矢 垂
40唐 傘平

41梨 平

所 在 地

長地字 下片間町2373-3

長地字 向田通4753-11

長地字 町頭 北2764-13

長地字 向田4715-1他
長地清水 田4292-1

長地字 蠣蜻塚3685-20

字西 山1723-112他

長地字 向田4714-4
川岸上 四丁 目1574-2他

川岸上 四丁 目1570-1

川岸上 四丁 目1570-7

長地金 山2931-1他

長地古屋敷4113-6
長地字榎海戸4048-10他

長地字榎海戸4039-4他

長地字下屋敷5262-1

字柳 海途1453一 ロ

長地上 ノ原5797-2
長地 字榎海戸4039-3

長地字 榎海戸4039-2

長地字 向田4714-2

長地字 神明原4611

長地字 下片間丁2381-6他
長地字 下片間丁2377-1他

字上 ノ原216-1他

川岸西 一丁 目3911-1他

長地字 久保 田5028-1他
長地字上村3396-2他

天竜町三丁 目5317-7

天竜町三丁 目5330-2他

中央町三丁 目4793-1他
長地字下片 間町2379-1

字上 ノ原101-3

湊字井 揚汐下567-1他

湊字狐穴 日向854他
湊字越道1699-1他

湊字井X588他

湊字老婆久保653他

湊字矢垂2026

湊 唐傘 平
湊 梨平

調査の原因

倉庫建設
駐車場建設
住宅建設
住宅建設
資材倉庫建設
住宅建設
国道20号線
改修工事
店舗倉庫建設
住宅建設
住宅建設
農耕用通路
住宅建設
住宅建設
住宅建設
共同住宅建設
駐車場建設
駐車場建設
住宅・駐車場建設
住宅建設
住宅建設
住宅建設
住宅建設
住宅建設
住宅建設
資材置場
駐車場建設
住宅建設
住宅建設
住宅建設
住宅建設
住宅建設
駐車場建設
駐車場建設
新都市開発計画
新都市開発計画
新都市開発計画
新都市開発計画
新都市開発計画
新都市開発計画
新都市開発計画
新都市開発計画

調 査 期 間 主 な 遺 構

4.16～6.12平 柱1棟 掘 立1

4.26～5.17平 住1棟

6.12～6.27平 柱1棟

6.17

6.18～6.27縄 住1棟

7.2～7.25掘 立1棟

7.17^一8.8

7.19^一7.20

7.22^一7.23

7.22^一7.23

7.22^一7.23

8.19～8.30中 世 住2棟

8.27^一8.28

8.27～9.23平 住11棟

8.30^一9.9

9.4^一9.5

9.5^一9.6

10.8～12.2小 竪 穴120基

10.16^一10.18

10.16^一10.18

10.30^一10.31

10.31～11.18

10.31～12.30平 住4・ 掘 立1

12.20～12.30縄 住1・ 平 住2

1.8^一1.17

1.18

2.12^一2.17

3.2～3.10平 住1

3.9～3.17平 安 竪 穴1

3.12^一3.21

3.17^一3.21

3.17^一3.21

3.19^一3.21

4.23^一3.21

4.23^一3.21

4.23^一3.21

4.23^一3.21

4.23^一3.21

4.23^一3.21

4.23^一3.21

4.18^一3.21

遺構・遺物の時代他

平安"緊 急発掘
平安
平安 緊急発掘
平安
縄文
平安 緊急発掘
縄文

平安
縄文
縄文
縄文
中世
平安
平安 緊急発掘
平安
縄文
縄文
縄文 緊急発掘
平安
平安
平安
縄文
平安 緊急発掘
縄文・平安
縄文
縄文
縄文
平安
平安
平安
弥生
平安
縄文
縄文 ・平安
縄文
縄文
縄文
縄文 ・平安
縄文
縄文・平安
縄文・平安

1



試掘 ・確認発掘調査地点(番 号は表1.の 一 覧表に同じ)
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2.榎 垣 外遺 跡下 片間 町地 籍

1.発 掘調査の場所 岡谷市長地字下片間町2373-3

2.土 地の所有者 並木 志げ子

3.発 掘調査の期間 平成3年4月16日 ～6月12日

4.発 掘調査の目的 ・原因 住宅 ・倉庫建設

5.調 査面積253.6㎡

6.発 見された遺構 平安時代住居跡1棟

掘立柱建物跡1棟

小竪穴 ・柱穴31基

5号 住居跡 調査区北東に位置する比較的小型の住

居跡であるが、前年度調査地の続 きであるため、図面

で観察する と2号 住居跡 に近接 してい ることがわか

る。平面形は、東西約3.2m南 北約3.5mと2号 住居

跡よりやや小さい。掘 り込みは北壁27cm南 壁15cm、

北側にカマ ドを設けている。北壁のほぼ中央部 にやや

飛び出した部分があり、礫が集中していることや、礫

を外 したあとから少 し熱を受 けた と思われる火床面が

検 出されたことな どか ら、 この部分がカマ ドであると

推定される。床面は褐色土に直径1～3cmの 小石を

含み、カマ ド付近 と住居跡ほぼ中央部がやや堅い床 に

なっている。床面には直径20cm位 の石があるが、意

図的に設置されたものではない。柱穴は3本 検出した

が、どの穴 もはっきりとした柱穴ではな く配置 も不規

則である.周 溝は楡r^T'rれなかった.

掘立柱建物跡 今回の調査区内からは31基 の小竪穴

または柱穴が発見された。この内5基 の柱穴 に配列が

認められ、掘立柱建物跡1棟 が南に延びて

いることが明 らかとなった。

7.出 土 した遺物 縄文土器1土 師器圷

1墨 書土器2土 師器高圷1須 恵器圷

4刀 子2鉄 製品2打 製石斧12石 鎌

2凹 石2石 皿1土 器片石片3箱

5号 住居跡からは2個 体の須恵器圷が覆

土下層から出土している。 また、墨書痕跡

のある土師器圷が出土し、刀子などの出土

も認められ る。遺構外か らは縄文時代のも

の と推測され る打製石斧や石鍛等が出土

し、縄文土器片も比較的多い出土である。

これは縄文時代中期中葉の住居跡が発見 さ

れた昨年度の調査地 に隣接しているためで

あると思われる。

第1図 調査区全景

第2図5号 住居跡

第3図 ピット内遺物出土状態

第4図 下片間町地籍 遺構全体図(1:160)
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3.榎 垣外 遺跡 町頭 北 地籍

1.発 掘調査の場所 岡谷市長地字町頭北2764-13

2.土 地の所有者 御子柴 善勝

3.発 掘調査の期間 平成3年6月12日 ～6月27日

4.発 掘調査の目的 ・原因 住宅建設

5.調 査面積27.8㎡

6。 発見された遺構 平安時代住居跡1棟

1号 住居跡 平面形 は東西約3.6m南 北約4.5mで

南北にやや長い住居跡である。確認面が南 に傾斜 して

いるため南壁は15cm程 しかないのに対 して、北壁は

25cmの 高さを残す。カマ ドは残 りの良い北壁のほぼ

中央にあるため、天井部、両袖部が崩れずに残存 して

いる。袖幅約50cm、 天井石 までの高さ約52cmで あ

る。火床面の中央よりやや右寄 りに支柱が設置されて

いた。支柱の高さは約16cmで ある。袖の中の石は長

さ20～40cmの 石 を右袖では7個 、左袖では4個 を立

てて使用しており、床面に3～7cm埋 め込んで石を

固定 している。住居跡の外に延びると思われる煙道は

検出されなかった。周溝 はほぼ住居跡を全周するもの

と思われたが、東側は深さ4～5cmで あるのに対し

て、西側は3cm位 しかな く周溝が存在 しない箇所が

あるものと思われる。床面はカマ ド付近か ら住居跡中

央部が特に堅いが、壁に近づ くと次第 に明確な堅さが

な くなってい く。カマド以外 に住居跡南

側の壁際に焼土の塊が検出されたが床面

より6cm高 く、黒色土を挟んでいる。

柱穴 は2本 検出されたが深い掘 り込みで

はないため主柱穴ではないと思われる。

7.出 土した遺物 須恵器圷1須 恵器

蓋1土 器片石片1箱

表面採集や耕作土を掘 り進 める中で遺

物の採集は少な く住居跡の覆土を掘 り進

めても、床面 まで掘 り進める中で復原で

きるものは須恵器圷 と蓋の2点 だけであ

る。圷は住居跡のほぼ中央の床面から出

土 した。

4

第5図1号 住居跡

第6図 カマ ド石組

第7図1号 住 居 跡平 面 図(1:60)



4。 榎垣 外遺 跡 嬉蠣塚 地籍

1.発 掘調査の場所 岡谷市長地字蠣蠕塚3685-20

2.土 地の所有者 宮沢 満雄

3.発 掘調査の期間 平成3年7月2日 ～7月25日

4.発 掘調査の目的 ・原因 住宅建設

5.調 査面積140.3㎡

6.発 見された遺構 掘立柱建物跡1小 竪穴 ・柱穴

33基 弥生時代小竪穴1

掘立柱建物跡 今回発見された掘立柱建物跡 は隣接

する平成元年度調査地で発見されていた建物跡の続 き

である。その時の調査では2間 ×3間 以上の大 きさの

建物跡であろうと推定 されていたが、今回の調査 によ

り3問 ×4問 の建物跡であることが確定した。元年度

の調査では南側の柱穴が柱間が狭いためか重な り合 っ

ているものがあったが、今回の調査でも650P～652P

が重な り合っている。柱穴の直径 は約100cm、 深 さ

約70cm位 でほぼ同規模の穴が配列されている。 この

建物跡のほかに33基 の小竪穴 または柱穴が発見された

が、建物跡 としての配列は確認 されなかった。

弥生時代小竪穴は調査区南側から検 出されたが、掘

り込みは浅 く約28cmで ある。南側 に隣接する平成元

年度の調査では、やは り弥生時代の小竪穴 と見 られる

遺構が発見されているが、今回の発見 を含

めて も小竪穴群 と言 えるほ どの数 ではな

く、 どのような性格のもとに作 られた遺構

であるかは不明である。

7.出 土 した遺物 弥生土器1土 師器高

圷1打 製 石斧1磨 製石斧1石 錺i2

土器片石片1箱

今回の調査では、663Pか ら弥生土器が出

土 した。以前から同地籍では、弥生時代の

ものと思われる大型の打製石斧や(平 成2

年度調査)小 竪穴(平 成元年度調査)が 発

見されているが、散発的な発見、出土であ

り住居跡等の発見はな く、これ らの遺物、

遺構がどのような位置づけをされるのかは

っきりしない。今後弥生時代の遺跡 として

の性格が継続的な調査により明確にされて

い くであろう。この他遺構外では褐色土 よ

り比較的 まとまった縄文土器片が出土 して

いる。土師器、須恵器 も住居跡等の生活遺

構が発見されていないためか、遺物の破片

数その ものが少ない。

第8図 遺構検出状態

第9図 調査区全景

第io図 虫曹虫齊塚 地 籍 遺 構 全 体 図(li20)
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5.榎 垣 外遺 跡榎 海戸 地 籍

1.発 掘調査の場所 岡谷市長地字榎海戸4048-10他

2.土 地の所有者 山田 栄

3.発 掘調査の期間 平成3年8月27日 ～9月23日

4.発 掘調査の目的 ・原因 住宅建設

5.調 査面積198.9㎡

6.発 見 された遺構 平安時代住居跡11棟

5号 住居跡 平面形は東西約5.3m南 北約8mの 南

北に長い方形の住居跡である。掘 り込みは、検出面か

ら北壁で約25cm、 南壁で約13cmを 測る。カマ ドは北

壁のほぼ中央にあると推定 される。右袖 は壊されてお

りほとんど残っていないが、左袖は破壊 を受けていな

い。カマ ドの左側 と南側には直径50cmの 平石がある

が、熱を受けたような痕跡はな くカマ ドを構成 してい

た石ではないと思われる。周溝は北壁を除き、三方を

巡る。柱穴は8本 検出され主柱穴 はP1,P3,P

5で ある。この他 に住居跡の東側に2本 の柱穴があ り、

棚、出入口等の施設があった ものと思われる。床面は

砂利や小石 を多 く含む褐色土層を掘 り込 んでいるた

め、特に叩き締めた跡はないが、踏み固められたせい

か全体に締 まった堅い面 を持つ。特 に堅い部分は住居

跡の中央部である。6号 住居跡 と重複するが5号 住居

跡が新 しい。

6号 住居跡5号 住居跡の南側に広がる住居跡であ

る。平面形は北壁が5号 住居跡 に切 られた り、西壁が

調査区外へ延びているために正確 な大 きさが測定でき

なかったが、東西約6m南 北約6mと 推定される。カ

マ ドは東壁、南壁からは検出されていない。北壁 と推

定 される辺 りには(5号 住居跡のほぼ中央部)特 に堅

い面があること、西壁側にカマ ドを持つ例が検 出され

ていないことなどを併せて考える と、本跡 も北壁にカ

マドを持つ と推定される。掘 り込みは浅 く4cmで あ

るため出土遺物 も少ない。周溝は検出されず柱穴は1

本発見 されただけである。床面は顕著 な叩 き面はなく

踏み固められた面が5号 住居跡 との境 に広がっている。

7号 住居跡 耕作土を剥 ぎ、検出されていた11号 住

居跡の覆土を掘 り進むと堅い貼 り床が検出された。範

囲は畑の耕作により撹乱を受 け、不定型である。カマ

ドの火床面かと思われる焼土が発見され、 この南側に

堅い貼 り床が広がるため北カマ ドであった と思われ

る。床面か らは周溝、柱穴の検出はされなかった。

8・9・10・15号 住居跡 調査区南際から発見され

た住居跡でそのほとんどが調査区域か ら外れて しまう

が、8・15号 住居跡は北壁にカマ ドがあったために辛

うじて調査ができた。北壁の長 さは約10mと 推定され

る。8号 住居跡を掘 り進めていくと北壁際の覆土に色

6

第ii図5号 ・6号 住 居 跡

第12図7号 住居跡

第13図8号 ・15号 住居 跡 カマ ド石 組

第is図 目号 ・14号 住 居跡



の違いが見 られるようになり、床面 まで検 出し北壁面

を精査すると北西角に切 り合いを確認 し15号住居跡の

発見 となった。掘 り込みは比較的深 く、砂礫層である

にも係わらず62cmを 測る。 しかし砂が崩れやす く、

不安定な壁であ り垂木痕跡等は検出されなかった。8

号住居跡 と15号住居跡はほぼ伺 じ位置に作 られており

カマ ドの位置 も15号住居跡のカマ ドの上に8号 住居跡

のカマ ドが重なっている。 しかし、15号 住居跡のカマ

ドを破壊 してしまうのではなく8号 住居跡の袖 として

そのまま使用 している。カマドの石 は全体に大きいも

のを使用 してお り直径20～30cmの 物が使われてい

る。周溝 は15号住居跡に見られるが8号 住居跡では検

出されなかった。床面はよく踏み固められている。

9・10号 住居跡は8号 住居跡の北側 に重なる住居跡

で、9号 住居跡は8号 住居跡の北壁精査中に発見 され

た住居跡である。10号 住居跡 は試掘調査の時に既 に遺

構 として検出されていたが、これほどの重複を受 けて

いるとは予想されなかった。住居跡の新旧関係は10・

9・15・8号 住居跡の順番に並べ られる。

11・13・14号 住居跡11号 住居跡は試掘調査で南壁

が検出され住居跡のプランを確認するために拡張 を行

っていると大 きな焼土の塊を検出した。 この焼土につ

いては13号住居跡 としたが、既 に畑の耕作 により激 し

い撹乱を受けているため、住居跡の全体形状を知るこ

とができなかったが、おそらく東壁にカマ ドを持つ住

居跡であると推定 される。

11号住居跡の覆土 を掘 り下げると貼 り床が検出され

たため、 これを追 ってさらに広げていくと床面の北側

に焼土を検出、 これが7号 住居跡 となった。

11号住居跡は東壁が調査区の外 になってしまい全面

を検出することができなかったが東西約6m南 北約6

mの 住居跡であると推定 される。掘 り込みは北壁で約

20cm南 壁で約16cmを 測る。周溝iは西壁、南壁に掘

り込みの深い周溝があることか ら東壁際にも同様の周

溝があると思われる。カマ ドは北壁のほぼ中央にある

が、両袖 は崩れ、壁際に袖石の一部 と思われる幾つか

の石が原位置を残すだけである。残存状態は悪いが辛

うじて支柱が残っていた。 この支柱は火床面に約10c

m埋 め込 まれてお り火床面の厚さも18cmと 非常に厚

く焼けている。床面は、小石や砂利 を混入 した褐色土

を掘 り込んで作 られている。周溝の基底部は砂利層ま

で掘 り込んでいる。特に堅い面は南側から住居跡中央

部そしてカマ ド付近であり、住居跡の東西の壁際はは

っきりしない床である。柱穴は3本 が配列良 く検出さ

れたが、4本 目は検出で きなかった。11号 住居跡の床

面を精査 していると、床面の下 に焼土 を検出 し14号住

居跡 とした。

第15図ii号 住 居 跡 カ マ ド

第16図12号 住 居跡

第17図 墨書土師器圷8号 住ll号 住

第18図5号 住居跡 出土墨書土器片
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14号住居跡 は焼土の西側 にわずかであるが床面が検出された。東側にカマ ドを持つ住居跡である。住居跡の

平面形、柱穴の数:などは不明である。

12号住居跡 調査区北側で検出された住居跡であ りこれより北側 に入れた トレンチでは遺構の検出はない。

平面形は東西約5.7m南 北約5mと 推定される。 しかし畑の耕作 により住居跡南側 と東側は立ち上が りを検出

することができなかった。北壁は15cmを 測る。カマ ドは北壁の中央よりやや西側に位置する。天井、両袖の

残存状態は良 くない。袖石などほとんど残ってはいない。火床面の厚さは約6cmで ある。床面はカマ ド付近

から東側に向かって貼 り床があるが、壁際になるに従い軟弱な床になる。柱穴は2本 検出され、 この他に北西

隅に深さ18cmの 小穴が発見 された。検出された北壁、西壁には周溝が巡ってお り、おそらく全周するものと

思われる。

7.発 見された遺物 土師器圷21土 師器甕2須 恵器圷5墨 書土器25灰 粕陶器圷1鉄 製品7銅 製品

1打 製石斧2石 錺i1火 打 ち金具1土 器片石片7箱

今回の調査では多 くの遺物が出土 した。5号 住居跡では住居跡南側 にほぼ同じレベルで遺物が集中してい

た。特 に多いのは墨書土器を含む土師器圷であるが、文字の読めるものは少ない。カマ ドは北壁にあり、右袖

付近からも土師器圷などの遺物が出土 している。6号 住居跡 はカマ ドがあると推定 される北壁が5号 住居跡に

よって切 られているため、遺物の出土量は少ない。8号 住居跡 は調査のできた面積は狭いがカマドの調査がで

きたため、遺物の出土量も多い。カマ ドの右袖横 には直径20cmほ どの石が5個 並んで出土し、そこから圷が

折 り重なるように出土 した。 この他 にも銅製の引き出しの把手や火打ち金具が出土 している。11号 住居跡 はカ

マ ド周辺 に遺物が集中しているが、完形に復原できるものは少ない。土師器圷で墨書土器が出土している。12

号住居跡は床面検出のときに、床 に貼 り付 くような状態で土師器圷が出土した。調査 をしてみると意外に遺物

は少な く復原できる遺物はカマ ド周辺に土師器圷2点 出土 しただけである。

今回の調査で特に注 目したいのは墨書土器である。文字の読める物は少ないが、「正」と書かれた同___.の文字

が5・8・12号 住居跡から出土 し、各住居跡が同時期に存在 し何 らかの関わ りをもって存在 していた可能性が

強いことを示す資料 となった。さらに5号 住居跡からは意味不明のマーク(Ω)の ような墨書のある土師器圷が

多 く出土 している。意味不明のマーク状の墨書土器 は榎垣外遺跡山道端地籍 において 「.Nl.」の文字が24片 出土

した例がある。

また、同じく5号 住居跡か ら 「□司」の文字がある土師器圷が出土したが、司の前は残念ながら読み取れな

い。___.軒の住居跡からこれほど多 くの墨書土器が出土するのは岡谷市内では数少ない例である。

第19図 榎海戸地籍遺構全体図(1=200)
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6.扇 平 遺跡

1.発 掘調査の場所 岡谷市長地字上の原5797-2

2.土 地の所有者 早出 貞雄

3.発 掘調査の期間 平成3年10月8日 ～12月2日

4.発 掘調査の目的 ・原因 住宅 ・駐車場建設

5.調 査面積409.0㎡

6.発 見 された遺構 と遺物

縄文時代前期初頭期住居跡1棟

ノノ 中期初頭住居跡1棟

ノノ 小竪穴120基

縄文土器6石 錺i10ス クレイパー24

打製石斧56磨 製石斧3摺 石45石 皿9

凹石5石 錐3土 器片石片10箱

(1)住 居跡

23号住居跡(第21図)

H-10グ リッドを中心 に検 出された住居跡である

が、大半は調査区外に残 されており、規模は伴然 とし

ない。調査区内での掘 り方を考慮すると、方形あるい

は長方形プランの住居跡 となろう。壁高は残存状況良

好な東側で約19cmを 測るが、北側は719Pに 切 られ、

南側は耕作による撹乱により明確でない。東 ・南側の

壁では一部周溝が巡 り、径10～20cm程 度の壁柱穴が

穿たれている。主柱穴 と思われるものは本調査区内で

は検出されなかった。床は炉吐 を中心 として堅緻な箇

所が認められるが、壁際に近づ くにつれ軟弱 となり、

凹凸が激 しくなる。炉肚は地床炉で、ローム層を3～5

cm程 掘 り込んで構築されている。掘 り込みには焼土

が堆積してお り、火床面であるローム層 も深さ約3c

mに 及び赤化 していた。プランは、一部調査区外に残

されてお り、不明である。なお、720・721Pは 中期初

頭の土器片が出土 していること、本住居跡の床が小竪

穴上面で確認されなかったことから、本住居跡 より新

しい遺構であると考えられる。

23号住居跡出土遺物(第23図)

本住居跡から出土 した遺物 は、土器、石器、石片等

である。土器は器形の窺えるものはな く、破片で出土

した ものが全てである。 これらは縄文時代早期末葉に

位置づけられる東海系土器 と、縄文時代前期初頭に位

置づけられる繊維土器の二者 に大別される。

前者(1・2)は 器壁が薄 く、焼成良好である。口

縁部には刻目を有する平坦な隆帯が巡 り、胴部には垂

下する条線が施される。後者(3～6)は 器壁が厚 く、

脆弱で前者 との区別は明瞭である。

3・4は 口縁部に一条の隆帯が巡 り、地文にはRL

の単節縄文が縦位回転施文される。3は 隆帯区画上は

無文帯 となる。4は 口唇部・隆帯上にも縄文が施 され、

第20図 調査区全景

第21図23号 住 居 跡平 面 図(1:80)

第22図23号 住居跡
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その間が無文帯 となる。

5はLR単 節縄文が縦位回転施文 される胴部破片で

あり、6は2条1対 の撚糸文が斜位に施 され る。

これら出土した土器は総破片数約200点 を数 え、東

海系土器が約20点 、繊維土器が120点 とな り、圧倒的

に後者がその主体 を占る。 また、炉肚直上か らまとま

って繊維土器が出土していることか ら、本住居跡は縄

文時代前期初頭に帰属するものと思われる。

石器はチャー トの石鎌(7)、 黒耀石のスクレイパー

(8)、 磨石、剥片石器等が出土 しているが、特筆すべ

きは、チャー トの剥片が多量に出土していることであ

ろう。

22号住居跡(第26図)

1-5、H-5グ リッドを中心 に検出された。長軸

4.9m、 短軸3.5mを 測る楕円形プランになると思われ

るが、南 ・西側の壁は小竪穴 とはなはだしく切 り合っ

てお り不明瞭である。北側では壁高約40cmを 測 り、

なだらかに立ち上る。東側は壁高約30cmを 測 りやや

急峻となる。周溝は確認 されていない。本住居跡に伴

う柱穴は5本 検出され、各深度、住居跡内での配置等

を考えるとP-1～4の4本 が主柱穴 となろう。床は

ほぼ平坦で全面的に非常に堅 く締 まっている。炉吐は

地床炉であるが、その一部を695Pに 切 られて全体は明

確でない。掘 り込みは現存 している部分では確認でき

ず、火床面であるロ.___ム層 もあまり赤化 していないこ

とから、全体的に貧弱な印象 を受ける。本住居跡は前

述 の通 り、多 くの小竪穴 と切 り合 ってお り、678・

695・685Pは セクションで本住居跡より新 しい ことが

判明した。他の小竪穴 も覆土上層に床面 となる硬化面

が認められないことから、本住居跡 より新 しいか、本

住居跡 に伴う施設のいずれかであろう。

また、本住居跡は竪穴 を確認 した段階から覆土上層

にロームブロックを多量 に混入 した黄褐色土が堆積し

ており、埋没過程において人為的な行為があったこと

を想起 させ、注意を要する。

22号住居跡出土遺物(第27図)

本住居跡から出土 した遺物は土器 ・石器 ・石片等で

ある。土器は器形の窺えるものはな く、全て破片であ

る。 これ らは中期初頭に位置づけられるものだが、総

点数約90点 と極めて少なく、 しか も小破片が多いこと

から本住居跡の時期決定を困難 にしている。また、本

住居跡 を切って構築された小竪穴の土器片が混在 して

いる可能性が充分あ りえるので、本住居跡は細部段階

の比定 は避けて、大 まかに中期初頭に構築 された住居

跡 として捉えたい。

1は 口縁部に斜位の沈線を施 した後、交わるように

10

第23図23号 住居跡 出土遺物

第24図22号 住居跡

第25図22号 住居跡 土層堪積状態



ソウメン状の貼付文 を付する。

その下端に押圧隆帯が巡る。

2は 箆切沈線文が施 される胴

部破片である。

3は キャリパ.___形を呈する深

鉢の頸部破片で、地文に結節縄

文 を施 し、半裁竹管 による平行

沈線が縦位に垂下する。

4は 横位に巡る数条の平行沈

線下 に、半裁竹管による格子 目

文が表出される。

5は 木目状撚糸文を施す胴部

破片で、前期末～中期初頭に位

置づけられる北陸系の土器 とし

て捉えられ よう。

石器はスクレイパー、打製石

斧、磨製石斧、磨石などが出土

している。 このうち6の 磨製石

斧は基部が欠損 した後、敲 石 と

して転用 している。重さ1059

を測る。

(2)小 竪穴

601P(第28図)

H-2グ リッドで検出された。平面 は楕円形、断面

はタライ状を呈す。口径長軸88cm、 短軸70cm、 底

径長軸56cm、 短軸60cm、 確認面からの深さは34c

mを 測る。覆土の堆積に特筆すべ きものはないが、第

1層 暗褐色土層中に一部口縁 を欠 くもののほぼ完形の

小型土器(第29図)が 正位で出土 したことは注意され

よう。口径8cm、 底径5cm、 器高8.4cmを 測る。

外面はナデによる器面調整 を施 し、部分的に縦位の条

線が認められる程度のあ まり装飾的でない土器であ

る。内面はナデによる器面調整、斜位の条線が施 され

るが付着物等は確認されなかった。 また、本土器が出

土した層から、中期初頭に比定される土器片が出土 し

ている。

612P(第30図)

H-3・4グ リッドで検出された。平面は円形、断

面は坑底が若干ハングするもののほぼ円筒形を呈す。

口径80cm、 底径70cm、 確認面からの深さは80cm

を測る。本小竪穴では第1層 下位で投 げ込まれたよう

に出土 した礫 と第4層 中で横位に検出された平石が注

目される。 この平石を除いた ところ、平石に密着する

かたちで黒耀石製の石鎌(第30図)が 出土した。土器

は中期初頭に比定される破片が10点 程度出土 した。

629P(第34図)

G-4・5グ リッドで検出された。平面は楕円形、

第26図22号 住居 跡 平 面 図(1=60)

第27図22号 住居跡 出土遺物

第28図601P平 ・断 面 図 第29図601P出 土 土 器
1
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断面はタライ状 を呈す。口径長軸90cm、 短軸65cm、 底

径長軸60cm、 短軸40cm、 確認面からの深さは50c

mを 測る。本肚で注意されるのは、覆土上面で直立 し

て出土 した石皿(第34図)と ローム粒子 を多量に混入

する第2層 の存在であろう。両者 とも自然に埋没する

過程では解釈困難な検出状況 と思われる。 また、後者

のような覆土の堆積は他の小竪穴で もい くつか見受け

られ、小竪穴の性格 を考える上で検討を要する。出土

遺物は前述した石皿の他、中期初頭 に比定 される土器

片約10点 と坑底か ら磨石4点 が出土しているのが注意

される。

635P(第35図)

C-3・B-3グ リッドで検出された。平面は円形、

断面はタライ状 を呈す。口径90cm、 底径70cm、 確

認面か らの深 さは60cmを 測 る。本肚で注意されるの

は、第4層 とした焼土の堆積 と、その上面で まとまっ

て出土 した土器片(第37図)と 磨石であろう。 これら

はいずれ も本肚が埋没する課程で投げ込 まれた可能性

がある。土器 はいずれ も中期初頭に比定されるもので、

1は 竹管による平行沈線で横位に区画 された文様帯

に、連華文、縦位平行沈線を施す。文様が収束する部

位には縦位に突起が施 される。2は 横位の竹管による

平行沈線の上段に、同様の工具で縦位 の平行沈線が、

下段は地文にRL単 節縄文が縦位回転施文された後、

連続円弧文が施される。3は 底部破片で、RL単 節縄

文が横位回転施文される。 この うち、1の 連華文は北

陸系の文様要素であり、2の 連続円弧文が施され土器

片 と供伴 しているのは興味深い。

678P(第32図)

1-4・5グ リッ ドで検 出 され た。本 吐 は22号 竪 穴

住居跡 を切 って構 築 され てい る。平面 は 円形、 断面 は

フラスコ形 を呈 す。 口径120cm、 底 径140cm、 確

認 面か らの深 さ60cm(確 認 面 は22号 住 居跡の床面 で

あ るた め、本 来 の深度 は さ らに増 す もの と考 え られ

る)を 測 り、 今 回の調査で最 も規模 の大 きい小竪穴 の

ひ とつで ある。本吐 で は覆土上 層 にお いて、炭化 した

クル ミ(第33図)が 出土 してお り、本吐 が貯 蔵穴 とし

て機能 してい た ことを窺わせ る。 また、 中期初 頭 に比

定 され る土器片が10点 程 度出土 してい る。

625・626P(第41図)

E-3・4グ リッ ドで検 出 された。両者 は切 り合 っ

てお り、626Pが 新 しく構 築 され た ことが セク ションよ

り確認 された。両者 とも平面 は円形、 断面 はタ ライ状

を呈す。 口径100cm、 底 径80cmを 測 り、 ほぼ同規

模 の小竪穴 であ る。625Pで は、坑 底か ら小 形土器(第

39図)が 斜位 に出土 してい る。器 高21cm、 口径10cm、

底 径9cmを 測 る。底部 か ら口縁部 に向 け、若干外傾
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第30図612P平 ・断面 図(左)出 土石 器(右)

第31図612P

第32図678P平 ・断 面 図 第33図 出土 した クル ミ

第34図629P平 ・断 面 図(左)629P出 土石 皿(右)



しなが ら立ち上 り、口唇部は内傾する深鉢で、外面は

縦位に条痕文が施 されるのみであ り、601P同 様、非装

飾的な土器である。内面は横位に条線が施 され、器面

調整が行われている。口縁部外面及び、内面底部付近

には黒色の煤状付着物が多量に認め られる。626Pで

は、覆土下層のほぼ同レベルか ら土器片、磨石な どが

まとまって出土 した。 これら遺物の出土 した層の上に

はローム粒 を多量 に混入 した層が帯状 に堆積 してお

り、本吐の性格を考える上で注目されよう。

出土 した土器(第42図)は いずれも中期初頭 に比定

されるもので、1は 器形の窺える大型破片である。胴

部から口縁部へ向け直線的に外傾する深鉢で、 口唇部

には扇状の突起が付され、4単 位になると思われる。

現存する部位では横位に区画された文様帯が3段 認め

られる。文様はいずれも竹管による平行沈線で表出さ

れてお り、上段(口 縁部文様帯)は 斜位 に平行沈線が

施される。中段は鋸歯状の平行沈線が縦位に施 され、

さらに文様帯を区画する。区画内には斜位の平行沈線

及び、実測図では確認できないが同心円状のモチーフ

が描かれ、その下端は下段の文様帯へ延びている。下

段は平行沈線が縦位に施 される。

2は キャリパー形を呈する深鉢の口縁部破片で、口縁

部には斜位の平行沈線が施 される。頸部は地文にLR単

節縄文が横位回転施文 され、縦位の平行沈線が施 される。

3は 横位に巡 る平行沈線に区画 された文様帯内に格

子 目文 と、クランク状のモチーフが描かれる胴部破片

である。

4は 底部破片で、平行沈線によりY字 状のモチーフ

が描かれる。

5は 北陸系土器把手部の破片で、その形態は水鳥の

頭部を模 した様である。頭部及び口唇部には撚糸文が

施 され、竹管 による連続爪形文 と同康の効果を出して

いる。撚糸文 と併走するように、竹管による結節沈線

が施され、区画内は同様の文様が横位に充填施文 され

る。把手部は空洞 となり、頭部の円孔は胴部内面の孔

と繋がってお り、左側口唇部には補修孔 と思われる穴

が穿たれている。器面には内外面及び、割れ口にまで

黒色の煤状付着物が認められる。

第38図625P・626P遺 物 出 土状 態

第35図635P平 ・断 面 図 第36図635P遺 物 出土状 態

第37図635P出 土 土器

第39図625P出 土 土器 第40図625P出 土 土器 実測 図
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第41図625P・626P平 ・断面図

6は 長軸10cm、 短軸8cm.を 測る楕円形の磨石で、

表面には凹部が認められる。重さは2409を 測る。

この2基 の小竪穴は覆土の堆積、遺物の出土状況 は

異なるが、その断面形態がタライ状で極めて近似 して

いること、小型完形土器の出土状況、ローム粒子が多

量に混入する層が帯状 に堆積 していることなどから、

墓j廣としての共通の性格が推察できないだろうか。ま

た、626Pか ら出土 した北陸系の土器 と在地系の他の土

器群 との共伴関係 も、今後検討 しなければならない問

題であろう。

647P(第43図)

F-6・E-6グ リッドで検出された。平面は円形、

断面は円筒形を呈す。 口径70cm、 底径60cm、 確認

面からの深さは60cmを 測る。本吐では坑底からほぼ

完形の深鉢(第45図1)と 覆土中層か ら無文口縁部破

片(2)、 底部破片(3)が 出土 している。

(1)は 口径17cm、 底径10cm、 器高22cmを 測

り、キャリパー形を呈す。口縁部 は竹管による連続爪

形文 と平行沈線で区画 された文様帯内に斜位の平行沈

線を施 し、爪形文 を施 した粘土紐の突起 を4単 位付す。

頸部は横走する平行沈線で区画 され、縦位の平行沈線

が施 される。区画下にはY字 のモチーフが描かれる。

なお、頸部か ら胴下半 にかけてRL単 節縄文が横位回

転施文 される。 第42図626P出 土 遺 物

3は 底部が張 り出す形態 となり、復原底径は23cmを 測 る。又様はRL単 節縄又及ひ結節縄又が施される。

680P(第47図)

H-8グ リッドで検出された。平面は楕円形、断面は皿状 を呈す。口径長軸86cm、 短軸70cm、 底径40c

m、 確認面か らの深 さは.25Cmを 測る。本吐で特筆されるのは、打製石斧7本(第49図5～11)と50点 に及ぶ

土器片が出土したことであろう。打製石斧は遺構南側覆土上層でまとまって出土 した。これらの打製石斧を取

り上げさらに覆土を掘 り下げたところ、3×3、5×5cm大 の土器片が多数検出された。

土器(第49図1～4)は 数個体 に及ぶが、復原して器形の窺 えるものはない。1は 口縁部文様帯に橋状把手
＼
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第44図647P遺 物出土状態
第43図647P平 ・断面 図

第45図647P出 土 土器

が付 され、細線文が垂下する。要所には三角印刻文が

施される。2は 口縁部文様帯が省略 されるものであろ

う。区画文である横位平行沈線のみ施 される。区画文

下はLR単 節縄文が地文 として施文 され、rl字 状の平

行沈線が垂下する。3は 球形を呈する胴部破片である。

隆帯 と平行沈線による横位区画がなされ、さらに平行

沈線で縦位の区画文が施 される。区画内はRL単 節縄

文が縦位回転施文され、刺突が施される。4は キャリ

パー形を呈する深鉢の口縁部破片である。口縁部 には

「の」字状の突起が付され、格子目文が施文される。

頸部は地文に結節縄文を施 した後、平行沈線を垂下さ

せる。胴部は平行沈線で波状文等を描 くが、モチーフ

が判然 としない。

5は ほぼ完形の打製石斧で、刃部の表裏 とも磨耗が

認められる。重さ809。6は ほぼ完形の打製石斧、表

裏 とも刃部がよく磨耗 している。重さ659。7も ほぼ

完形で、右下の刃部が特に磨耗 している。片側の側縁

は念入 りに微調整が行われている。重 さ589。8は 基

部のみ残存する。重 さ229。9は 刃部を一部欠損する。

489。10は 基部 を欠損するが、刃部は表裏面 とも磨耗

している。重 さ1209。11は 刃部、基部 を欠損する。

重さ809。

第46図1680P打 製 石 斧 出土 状 態

第47図680P平 面 図 第48図680P遺 物 出 土状 態
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724P(第50図)第49図680P出 土遺物

B-8グ リッドで検出された。平面は円形、断面は

タライ状を呈す。口径100cm、 底径90cm、 確認面

からの深さは20cmを 測る。本肚はプラン確認の段階

から炭化材ブロックが多量に検出され、覆土は漆黒を

呈 していた。壁際には礫が配され、礫の下から形状の

しっか りした炭火材が検出されている。出土した礫は

赤化 し、一部ひび割れて、明 らかに二次的加熱を受け

ている。焼土 も僅かであるが検出されてお り、本吐が

屋外炉 として機能 していた ことを窺わせ る。遺物は中

期初頭に比定される土器片が若干出土 している。

705P(第54図)

E-9・10グ リッドで検出された。平面 は円形、断

面は若干袋状を呈す。口径100cm、 底径90cm、 胴

部最大径95cm、 確認面か らの深さは40cmを 測る。

本肚では柱痕跡(第1層)が 確認 された事 と、第4層

としたローム粒子 を多量に混入する暗黄褐色土層の堆

積が注目されよう。本肚には柱痕跡の認められた柱穴

の他、7個 の小穴が認められ、上屋構造の存在が予測

される。
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第51図724P礫 出土状態



また、第4層 は壁際のほぼ対称の位置で堆積 してお り、

本来オーバーハ ングしていた上端が崩落 して形成され

たもの と思わせる。遺物は中期初頭の土器約40点 、磨

石2点 が出土 している。

674P(第52図)

C-8グ リッドで検出された。平面は円形、断面は

袋状 を呈す。口径80cm、 底径50cm、 胴最大径90c

m、 確認面か らの深 さは65cmを 測る。本肚 において

もローム粒子を多量 に混入する第2層 が覆土上面にお

いて帯状 に堆積 しているのが注意 されよう。 このよう

な堆積がオーバーハ ング部の崩落 で形成 された もの

か、人為的に投げ込 まれて形成された ものか検討の余

地がある。遺物は中期初頭に比定 される土器片が約10

点 と黒耀石製の石鎌(第52図)1点 が出土 している。

723P(第55図)

C-7・8グ リッドで検出された。平面は円形、断

面は円筒状 を呈す。口径65cm、 底径60cm、 確認面

か らの深 さは30cmを 測 る。本吐は覆土上層において

5×5cm大 の小礫iがまとまって出土 した。礫に被熱

した痕跡は認められず、 どのような目的で このように

礫 を配 したのか疑問が残 る。出土遺物は、中期初頭に

比定される土器片が若干出土 している。

第52図674P平 ・断 面 図(左)出 土 遺 物(右)

第53図674P土 層堆積状態

(3)出 土 土器(第58図1～13・ 第59図14～21)

1は668Pか ら出土した。平縁の口縁部破片で、平坦

な隆帯で波状のモチーフが表出され、下端は同様の隆

帯が横走 し文様帯を区画する。隆帯上には条線が垂下

する。早期末葉に比定される東海系土器である。

2は735Pか ら出土 した。口縁部には斜位平行沈線上

にソウメン状の隆帯 を貼 り付 け、格子目文を表出する。

下端 には2条 の結節状浮線文が横走 し、文様帯を区画

する。胴部はLR単 節縄文が地文 として施 され、 ソウ

メン状隆帯が付 される。

3も735Pか ら出土 している。外傾する口縁部は無文

帯 となり、下段は平行沈線で横位 区画 され、斜行沈線、

鋸歯状沈線等が施される。

4は656Pか ら出土した。内湾する口縁部は連続爪形

文を施す隆帯で横位区画 され、文様帯を形成する。文

様帯内は細線文が充填 され、2cm大 の円形突起 を中

心に連続爪形文による三叉文が描かれる。要所には三

角印刻文が施される。下段 も連続爪形文で区画され、

細線文が縦位充填施文 される。 また、1cm大 の瘤が

垂下する。

5は750Pで 出土した。連続爪形文で飾 られた橋状把

手を有する口縁部破片で、把手下 には三角形 ・U字 状

のモチーフが描かれ空白部を細線文が充填する。

6は728Pで 出土した。口唇部下 に細線文 と三角印刻

第54図705P平 ・断 面 図

第55図723P平 ・断 面 図 第56図723P礫 出土 状態
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文を施 し、横走する平行沈線が下端 を区画する。区画

下は細線文を格子目に充填 し、三角印刻文等が平行沈

線で描かれる。

7は627Pか ら出土 したキャリパー形 の口縁部破片

で、瓦状の押引き文が施 され連続爪形文を施す隆帯 と、

平行沈線で文様帯を区画する。またモチーフは判然 と

しないが、隆帯による突起が付 される。頸部には縦位
第57図741P土 器 出土状態

第58図 扇平遺跡出土土器
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第59図 扇平遺跡出土土器

に沈線が垂下 し、下端は横走する平行沈線で区画する。

8も キャリパ.___形を呈する口縁部破片で、横走する

連続爪形文で区画 された文様帯 に格子目文が施 され

る。頸部は地文 にLR単 節縄文が横位回転施文され、

平行沈線が垂下する。

9は718Pか ら出土した。口縁部には橋状把手が付 さ

れ、斜位の平行沈線 とソウメン状の隆帯貼付で格子 目

文を表出する。頸部は刺突を伴 う平行沈線で区画され、

結節縄文が施 される。

10は652Pで 出土 した胴部破片で、横走する平行沈線

で文様帯を区画する。区画内には格子 目文が施され、

平行沈線によりクランク状のモチーフを描 く。文様帯

下 には結節縄文 と第一種結束 によるRL・LR単 節縄

文が縦位回転施文 され羽状縄文を表出する。

11は603Pか ら出土 した胴部破片で、平行沈線の横位

区画された文様帯が2段 認められる。上段は格子目文

が、下段には連華文が施される。

12は700Pで 出土 した。波状を呈する口縁部破片で、

口唇部には刻文が施 される。 口縁部はLR単 節縄文が

帯状 に施文され、下端を刺突を有する沈線で区画する。

区画下は無文帯 とな り、括れ部に平行沈線 と縄文帯が

巡 る。胴部は格子 目文が施 され、上端に三角印刻文が

認められる。

13も ほぼ同様の文様構成で、波頂下及び括れ部の縄

文帯 には突起が付 される。胴部 はLR単 節縄文が施さ

れる。

14は737Pか ら出土 している。口唇部に撚糸文が施さ

れ、結節浮線文が垂下する。口縁部は無文帯 となり、

下端は横走する結節浮線文で区画される。

15～17は 木目状i撚糸文を施す土器で、15は735P、16

は745P、17はF-5グ リッドか ら出土した。

第60図 扇平遺跡出土石器

19



第61図 扇平遺跡出土石器

18はE-5グ リッドから出土 した胴部破片である。

器壁は5mmを 測 り他の土器に比べ薄 く、地文 には原

体の大 きな単節縄文が施 され、幅広の爪形文のある平

坦な隆帯が付 される。

19は741P覆 土上層で一括出土 した深鉢である。口縁

部には刻文が施 され、4単 位の突起 を付す。口縁部に

はLR単 節縄文が縦位回転施文し、下端 には刺突を伴

う沈線が巡 る。括れ部には橋状把手 を付す縄文帯 と刺

20

第62図610P・737P出 土 土器



突を伴う沈線が4条 巡る。胴下半には沈線 により幾何

学的なモチーフが描かれる。 嚢

20は610Pで 出土した。19と 同様の文様構成である

が、橋状把手は単なる突起 となり、波底部に対応 して

付される。胴下半はLR単 節縄文が縦位回転施文 され

る。

21は752Pの 覆土上層で一括出土した。口縁部には格

子目文が施 され、括れ部 には連続爪形文を施す平行沈

線が、縦位沈線文帯 を挟み5条 巡 り、上端には突起が

付される。胴部は結節縄文 とLR単 節縄文が横位回転

施文 される。

以上、扇平遺跡で出土した主な土器を図示したが、

4～8・10は 中期初頭で も古段階に位置づけられるも

ので、11～13・19～21は 次の段階に位置づけられよう。

14～17は 北陸系の土器、18は 東海以西からの搬入品 と

思われ、いずれも中期初頭の古段階に位置づけられよ

う。今後はこれら他地域の土器 と在地系土器 との型式

学的検討、遺構での供伴関係 に注目し、編年の横の繋

が りも充実させてい くことが課題 といえる。

第63図647P・752P出 土 土器

第64図625P出 土 土 器

出土石器(第60・61図)

今回の調査で出土 した石器は、石錺i・石匙 ・スクレイパー ・打製石斧 ・磨製石斧 ・磨石 ・石皿 ・凹石 ・両極

石器 ・剥片石器等があり、総数約250点 を数える。これ ら石器の各器種の点数は整理途中の段階なので明言で

きないが、ひ とつの大 きな傾向として、打製石斧と磨石の出土量が他に比べ多いことが指摘できよう・ これら

の石器 は中期初頭に比定される小竪穴を中心に出土していることか ら、該期の石器組成 を検討するうえで貴重

な資料を提示で きるであろう。 また、本遺跡が小竪穴を中心 とした遺跡であ り、集落でも日常生活を営む住居

跡群 とは異なった場であることは注意 しなければならない。 このような場での石器組成が、小竪穴群の性格を

解明するための基礎的な資料 となると同時 に、小竪穴群を形成した該期の住居跡群石器組成 との比較 も興味深

い問題である。

(4)小 結

本遺跡は、縄文時代前期初頭の住居跡1基 が重複するものの、その他 はいわゆる前期末 ・中期初頭の単純な

遺構群を検出した。その意味で集落構造あるいは、土器編年、石器組成 を見る上で良好な資料 となることは間

違いないが、前回の調査報告 「扇平遺跡」(註1)、 また 「梨久保遺跡」(註2)の 記述に従って、該期の出土土

器については中期初頭土器 として一括提示 ・記述 していることを理解 されたい。

さて、本遺跡の主な遺構、遺物を提示し概観 したが、その中心 となるのが120基 にも及ぶ小竪穴群であろう。

これ らは規模、形態からいくつかの群に分 けられるようであ り、覆土の堆積や遺物の出土状況 をも考慮 して・

その性格を把握する必要がある。ただ、前記 した情報だけでは120基 にも及ぶ小竪穴の性格 を把握するのは難

しく、多分に主観的な解釈 を導 きやすいことも事実である。それは、千葉県高根木戸遺跡の袋状土墳か ら人骨

が出土 した例 をあげ、本来貯蔵穴 として機能 していた小竪穴が、墓墳等他の目的に転用 される可能性があると

前回 「扇平遺跡」(註1に 同 じ)で 指摘 した通 りであ り、有機質の遺物が残 りにくい本地域では充分注意 しなけ

ればならない と思われる。

そこで形態等で分類 した小竪穴のうち、覆土の堆積や遺物出土状況の異なるものを抽出し土壌のサ ンプ リン

グを行い、脂肪酸分析等の理化学的な処理を施 し、客観的なデータを提示することが重要と考える・ このよう

なデータが発掘調査で得 られる情報 をより意義深い ものにすると同時に、小竪穴の性格 も鮮明になると考える・

また、昭和46年 度の調査では約200基 の小竪穴を検出しているが、その調査面積 を考慮すると今回の調査で

検出された約120基 の小竪穴の分布密度は極めて高いといえよう。 これらの大部分が出土土器か ら中期初頭 に

比定 され、前回調査 された住居跡群 とは若干時期を異にしてお り、本小竪穴群を形成した人々の住居跡群がど

のような場所に占地するのか、今後の調査成果が期待されるところである。(文 責 三田村)
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註1「 扇平遺跡」1947年 岡谷市教育委員会(郷 土の文化財7)

註2「 梨久保遺跡」1986年 同上(同 上16)(在 庫有 り)

第65図 扇平遺跡遺構全体図(層=i20)
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7.榎 垣外 遺跡 下 片間 丁地 籍

1.発 掘調査の場所 岡谷市長地字下片問丁2381-6他

2.土 地の所有者 大木次男 小林和弘 守屋力良

細谷佳教 小河原淳

3.発 掘調査の期間 平成3年10月31日 ～12月30日

4.発 掘調査の目的 ・原因 住宅建設

5.調 査面積306.6㎡

6.発 見 された遺構 平安時代住居跡4棟

掘立柱建物跡1棟 特殊遺構2基

6号 住居跡 調査区東端 に検出された住居跡で、掘

り込みが浅 く約8cmほ どで床面になる。床は確認面

である褐色土をわずかに掘 り込んでおり、砂礫層 まで

は掘 り込んでいない。柱穴は深さ20cmほ どの穴が2

本発見された。カマ ドは畑の撹乱 を受けているためか

石組等の痕跡はなかった。また床面にも火床面 らしい

跡は検出されなかった。

7号 住居跡 東西約4.2m南 北約4.2mの 方形

の住居跡で、掘 り込みは深 く北壁で約35cmを 測る。

床面はカマ ド周辺から住居跡中央部が特 に堅い褐色土

を掘 り抜き、砂礫層を掘 り込んでいる。柱穴は4本 検

出されたが明確な配置はない。 またカマ ドの右側か ら

貯蔵穴であろうか、小竪穴が1基 検出された。カマ ド

は残 りのよい北壁に設置 されているため、耕作による

撹乱はなかったが住居が埋没するまでの問に構築材が

崩れ、袖がやや短 くなっている。天井石は崩れずに残

っていたが、カマ ドの石組は予想外に貧弱で両袖 とも

大 きな石は使用 されていない。

8号 住居跡と特殊遺構1南 北約5m東 西約4mの 住

居跡で、周囲に細い周溝が全周する。壁の高さは南壁

で約20cm北 壁で約40cmを 測る。床面は全体 に堅い

貼 り床である。床面から検出された柱穴は2本 あるが、

貼 り床を剥がすとさらに4基 の小竪穴が検出された。

カマ ドは西壁側 に設けられていたが、特殊遺構に切 ら

れているため僅かに痕跡が残 っていただけである。

特殊遺構は、当初8号 住居跡 を検出した際に、竪穴

北側の壁がやや不定形なため住居跡の重複 と考えられ

た。 しかし8号 住居跡の床面を検出し、切 り合い関係

を精査すると特殊遺構が新しいことが明 らかとな り、

さらにカマ ドが壊されているなど、切 り合いが決定的

に判明 した。特殊遺構は直径約3m深 さ約180cmの

摺鉢状の竪穴である。遺構の性格は不明であるが、近

年の官衙跡の調査では東京都の豊島郡衙跡から摺鉢状

の竪穴が3基 発見されてお り、形状が類似 しているこ

とな どか ら官衙跡 を考察するうえで貴重な発見 とな

る。

9号 住居跡と掘立柱建物跡 東西約4m南 北約3m

の住居跡である。掘立柱建物跡 との切 り合いが確認 さ

第66図6号 住居跡

第67図7号 住居跡

第68図8号 住居跡 ・特殊遺構1

第69図 特殊遺構1土 層堆積状態
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れ、遺構検出の際9号 住居跡の方が古いことが確認さ

れている。西カマ ドは柱穴に切 られている。覆土は薄

く住居跡東側はかなり多 くの柱穴 に切 られている。ま

た、特殊遺構2と してあるがやは りここも一箇所に集

中して不整形な穴が重なっているものである。掘立柱

建物跡は2間 ×3問 の建物跡である。今回発見 された

住居跡の特徴 としては、住居跡の軸が共通 しているこ

とである。これまでの周辺の調査では(山 道端地籍、

下片間町地籍)ほ とんどの住居跡が南北を軸にして、

北壁ないしは東壁にカマ ドを持つのに対して、今回は

住居跡の軸が約45度 ずれている点が注意される。従っ

て本文中の北カマ ドの位置 は正確には北東および北西

壁に設けられたカマ ドである。掘立柱建物跡 も南北 を

やや外れ、 どちらか と言 えば住居跡の軸 に近 く、集落

を区分する手掛 りとなる。

7.発 見された遺物 土師器圷7土 師器甕3須 恵

器鉢1須 恵器蓋1凹 石1土 錘1土 器片等1箱

今回一番多くの遺物が出土 したのは7号 住居跡であ

る。掘 り込みが深いため覆土が厚 く保存状態が良かっ

たため、カマ ド周辺から約3個 体(整 理中)土 師器甕

破片が散乱 した状態で出土 した。また床面近 くか ら土

師器圷が出土 した。全体的に出土遺物のうち土師器圷

の底部は回転糸切 りのほかへ ら削 りの物が比較的多 く

出土 している。

第70図 掘立柱建物跡 ・9号 住居跡

第71図7号 住居跡 遺物出土状態

第72図7号 住居跡 出土土師器杯 第73図 須恵器杯 ・蓋(9号 住居跡 ・7号 住居跡)

第74図 下片間丁地籍 遺構全体図(1=200)
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8.遺 構 の 発見 され た試 掘 ・確認 発 掘調 査

榎垣外遺跡向田通地籍

1.発 掘調査の場所 岡谷市長地字向田通4753-11

2.土 地の所有者 山田 功

3.発 掘調査の期間 平成3年4月26日 ～5月17日

4.発 掘調査の目的 ・原因 駐車場建設

5.調 査面積67.8㎡

6.発 見された遺構 平安時代住居跡1棟

平面形は東西約5.5m南 北約6.6mの やや長方形の

住居跡である。遺構検出面が北から南に傾斜 してお り、

北壁は62cmを 測るが、南壁 は僅か4cmほ どを残す

のみである。幸い残 りの良い北壁のほぼ中央にカマ ド

が設置されているため、カマ ドの右袖はかな り壊れて

はいるものの、左袖や火床面の残 りはよく、焼土の厚

さは4cmで ある。またカマ ドの精査中、多量の土師

器 ・須恵器片が出土 した。周溝はほぼ全周するがカマ

ドの両袖には達 していない。 また、東側の周溝内には

小 さな小穴が検出されている。柱穴は7本 検出された。

この内4本 は主柱穴であるが、 このほかに南壁際に3

本の柱穴が検出され、何らかの構造 をもった施設があ

ったことを示す ものと思われる。カマ ド東側 に直径50

cm深 さ15cmほ どの穴があり、その周囲から土師器

甕等の破片や礫が集中して出土 している。カマド西側

には、炭化材が集中して検出されている。住居跡中央

部の床面はやや焼けている堅い面がある。主に堅い床

面があるのはカマ ド周辺から中央部、 そして南西部 に

かけての範囲である。

7.出 土 した遺物 土師器圷3土 師器甕1須 恵器

杯6須 恵器蓋1墨 書土器5刀 子1土 錘2打

製石斧1炭 化物(ク ル ミ)1鉄 製品3

1号 住居跡からは多 くの土師器・須恵器が出土した。

完形 に復原できる物が比較的多 くあり、 しか も床面直

上の遺物であるため遺構 に伴 うもの として考 えられ

る。 これ らの中の土師器圷には 「十」「土」「公」など

の墨書土器が発見 されている。 このほか長 さ8.5cm

の大型土錘、4cmの 小型土錘が住居跡南西部分か ら

出土 した。この他には土錘の出土はな く、平成元年度

山道端地籍16号 住居跡の土錘出土状況 とは異な り、特

に網などに装着 してあったものではない と思われる。

第75図1号 住居跡

第76図1号 住居跡カマ ド石組

第77図1号 住居跡出土遺物 第78図1号 住居跡平面図(1=80)
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榎垣外遺跡下片間丁地籍

1.発 掘調査の場所 岡谷市長地字下片間丁2377-1

2。 土地の所有者 小ロワキ 小口秀子

3.発 掘調査期間 平成3年12月20日 ～12月30日

4.発 掘調査の目的 ・原因 住宅建設

5.発 掘面積85.1㎡

6.発 見された遺構 平安時代住居跡2棟

縄文時代住居跡1棟

今回の調査では3棟 の住居跡が発見 された。10号 住

居跡、11号 住居跡は平安時代の約3m四 方の方形の住

居跡である。11号 住居跡は北壁カマ ドを持ち、左袖の

脇 には石組みがあってその上 には多 くの須恵器片が散

乱していた。北壁の残 りは良いが、南壁は確認面が傾

斜しているため低い壁である。

12号住居跡 縄文時代中期中葉の住居跡であるが、

畑の耕作や10号 住居跡による撹乱を受け壁を検出する

ことはできなかった。炉は石囲炉であるが、東半分は

10号住居跡により破壊されている。柱穴は9本 検出さ

れた。

7.出 土 した遺物 縄文土器1土 師器圷1須 恵器

圷1須 恵器円面硯片1土 錘1打 製石斧1

10号住居跡 を検出中に縄文土器が出土 した。12号 住

居跡覆土最下層か らの出土である。

11号住居跡からはカマ ド左側に石組 みが検出され、

その上には多 くの須恵器片が散乱 していた。何 らかの

施設があったもの と推定 される。西壁際からは円面硯

破片が出土した。 これまでの付近の調査でも円面硯破

片が幾つも出土してお り、山道端地籍、下片間丁地籍

の特徴であると言える。

榎垣外遺跡金山地籍

1.発 掘調査の場所 岡谷市長地字金山2931-1

2.土 地の所有者 小口 長重

3.発 掘調査の期間 平成3年8月19日 ～8月30日

4.発 掘調査の目的 ・原因 共同住宅建設

5.調 査面積49.3㎡

6.発 見 された遺構 中世住居跡2棟

今回の調査では明確な掘 り込みを持たない鍋底状の

堅い貼 り床を持つ遺構を検出した。炉吐、カマ ドはな

く、出土遺物 もほ とんどない遺構である。2号 住居跡

の床面には20cmほ どの礫が数個あるが、意図的にお

かれたものではない。このような遺構は発見例が少な

く平成元年度スクモツカ南地籍 において2棟 の発見が

ある。 この時は平安時代末 と推察したが、今回もやは

り時期決定のできる遺物 はない。
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第79図ii号 住居 跡

第80図 日号住居跡カマ ド脇石組遺物出土状態

第81図 下片間丁地籍遺構全体図(1=200)

第82図 金 山地籍2号 住居跡平面図(1:60)



榎垣外遺跡上村地籍

1.発 掘調査の場所 岡谷市長地上村山3396-2他

2.土 地の所有者 藤森 一男

3.発 掘調査の期間 平成4年3月2日 ～3月10日

4.発 掘調査の目的 ・原因 住宅建設

5.調 査面積28.8㎡

6.発 見 された遺構 平安時代住居跡1棟

今回発見 された住居跡は北東角 と北壁の一部 を検出

することができた。北壁の掘 り込みが比較的深 く27c

mを 測る。 しかし平面形は地層のせいか不整形な壁で

直線ではない。周溝はなく、柱穴 は発見されなかった。

カマドは東壁 に設けられていると思われるが未確認で

ある。床面 も東壁に近づ くに従い堅 さを顕著にし、覆

土の遺物 も多 くなる。

7.出 土 した遺物 土師器圷2

住居跡からの出土遺物は少なく、遺構検出面に近い

覆土上層から完形の土師器圷が出土 した。周囲からは

直径20cmほ どの石が多 く出土 していた。 またこれよ

り1mほ ど西のほぼ床面からも土師器圷が出土 してい

るため当初 この辺 りがカマ ドではないか と推測 された

が、焼土や構築材は検出されていない。

第83図1号 住居跡

第84図1号 住居跡遺物出土状態

海戸遺跡

1.発 掘調査の場所 岡谷市天竜町三丁目5317-7

2.土 地の所有者 小 口 嘉治

3.発 掘調査の期間 平成4年3月9日 ～3月17日

4.発 掘調査の目的 ・原因 住宅建設

5.調 査面積28.0㎡

6.発 見 された遺構 平安時代小竪穴1基

今回発見された小竪穴 は直径160cmの やや楕円形

で掘 り込みは浅 く約16cmで ある。確認面は地表下約

40cmと 比較的浅 く、耕作の影響 を大 きく受 けている

ためどのような性格の遺構なのか不明である。

7.出 土した遺物 須恵器圷1土 錘3磨 製石斧1

撹乱のためあまり厚 くない覆土の中か ら須恵器圷が

出土 した。遺構内からの出土遺物はこの他にはないが

撹乱層、耕作土層等から土錘3点 、磨製石斧1点 、縄

文、弥生、土師器の各期土器片が多量に出土 している。

第85図1号 住 居跡 平 面 図(1:80)

第86図 小竪穴
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9.新 都 市 開発 遺跡 発掘 調 査

(1)唐 傘平遺跡

1.発 掘調査の場所 岡谷市湊唐傘平

2.土 地の所有者 湊財産区

3.発 掘調査の期間 平成3年4月23日 ～

4年3月21日

4.発 掘調査の目的 ・原因 新都市開発計画に伴い遺

跡の範囲 ・性格 ・遺構の有無の確認 を行 う

5.調 査面積112㎡

6.調 査の概要

遺跡は標高1,027m～1,040mの 高地に所在する。盆

地状地形の平坦地は、かつて開懇された際に遺物の採

集があった と言われてお り、現在で も石鐡が散発的に

採集されている。発掘 は最近 までモ トクロス場 となっ

て地膚の露出した平地を主体に、周辺の緩傾斜面17ケ

所 にA～Qト レンチを設定 して行ったが、遺構の検出

はH・Qト レンチに小竪穴各1基 が検出されるに終っ

た。

出土遺物は極めて少なく、Bト レンチを主に縄文時

代土器片97点 、石錺i3点 、黒耀石剥片1点 、磨製石斧

片1点 を検出したにすぎない。Bト レンチの出土破片

は底部を欠くもののほぼ完形 に復原できた。後期初頭

の堀の内式土器に比定される深鉢形土器である。(第91

図)

石鎌3点 はいずれ もBか らQト レンチ周辺の採集品

である。

市内では樋沢地区の ような高原状地形の高地に縄文

時代早期、中期初頭、後期の遺跡が展開 しているため、

これ とよ く似た唐傘平 ・梨平周辺 も十分注意 しなけれ

ばならないが、ここは水が少ないためか大規模集落 は

存在 しなかった可能性が強い。 しかし、復原完形土器

や精巧な作 りの石鎌を遺 していった原始の狩人はどこ

かに生活の痕跡を残 しているはずであり、 もう少し本

格的な調査 を必要 とするであろう。
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第90図Hト レンチ小竪穴

第87図 唐傘平遺跡 全景

第88図Bト レンチ遺物出土状態

第89図 出土石錺i

第91図8ト レンチ出土土器



(2)梨 平 遺跡 第92図 唐傘平遺跡 トレンチ位置図(1:2 ,000)

1.発 掘 調 査の場所 岡谷 市湊梨平

2.土 地 の所有者 湊財産 区、花 岡生産森林組合

3.発 掘調査の期間 平成3年4月18日 ～

4年3月21日

4.発 掘調査の目的 ・原因 新都市開発計画に伴い遺

跡の範囲 ・性格 ・遺構の有無の確認を行 う。

5.調 査面積124㎡

6.調 査の概要

遺跡は鮎沢区を流れる本沢川を登 りつめた山頂部の

小 盆地 状 地形 の 出 口部 に立 地 す る。標 高 は1,000

～1 ,020m、 南向きの緩斜面 をキャンプ場 に下る林道

に遺物が採集されているため、その周辺20ケ 所に トレ

ンチを設定 し発掘 した。

発見 された遺構はHト レンチに縄文時代早期の集石

;吐をもつ住居跡が1基 検出され、該期押型文土器を主

体に土器片36点 、完形の穀摺石2点 、スクレパー2点

が出土 した。

また、Eト レンチでは平安時代住居跡の床及び壁が

確認され、覆土中か ら灰粕陶器皿の大 きな破片、土師

器圷、甕破片29点 が出土 した。 この住居は火災に遭 っ

ているらしく、床全面に焼土 と多量の炭化材が検出さ

れた。

このほかAト レンチでも押型文土器6片 をはじめ、

石鍼1点 、黒耀石剥片5点 が出土、Mト レンチでは縄

文時代早期の繊維 を含む撚糸文土器の大型破片6点 、

N・Rト レンチでは穀摺石が各1点 出土するなど、H

トレンチ と関連する縄文時代早期の遺物が多量に出土

した点は注目される。

第93図Hト レン チ集石

第94図Eト レンチ灰紬陶器出土状態
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また、灰粕陶器は榎垣外官衙跡の出土品 と比較 して

も遜色のないものであ り、須恵器壺や中型甕の破片の

出土など、平安期は定住的な住居が複数存在 したよう

であり、どういう性格の住居か、今後の大 きな研究課

題 となるであろう。

また、キャンプ場南東側の緩斜面及び北西側尾根付

近など要注意箇所は未調査であるが、豊富な水流 を挟

んでかな り濃密に縄文時代早期、平安時代各期の住居

跡が埋没 している可能性が強いので、広範囲の、かつ

綿密な調査が必要であろう。
第95図 梨平遺跡 出土遺物

第96図 梨 平 遺跡 トレン チ位 置 図(1=2,000)

(3)井 揚 ・老婆久保遺跡

1.発 掘調査の場所 岡谷市湊小坂588番 地653『番地

他12筆

2.土 地の所有者 小泉徳良 小泉勝喜他9名

3.発 掘調査の期間 平成3年4月23日 ～

4年3月21日

4.発 掘調査の目的 ・原因 新都市開発に伴い遺跡の

範囲・性格・遺構の有無の確認を行う。

5.調 査面積152㎡

6.調 査の概要

小坂地区では井揚汐下、狐穴 日向、井揚、老婆久保、
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第97図 井揚遺跡 小竪穴
1



矢垂の5遺 跡に トレンチを計14本 設定 して152㎡ を発

掘調査 した。 このうち遺構が確認 されたのは井揚遺跡

と老婆久保遺跡の2ケ 所であった。

井揚遺跡では小竪穴3基 と、縄文時代早期土器片若

干が出土、老婆久保からは縄文時代中期の住居跡1基

が確認され、打製石斧や凹石 と該期の土器片若干が出

土 した。

そのほかの3遺 跡では遺構の検出はなく、出土遺物

も微量であることか ら遺跡の範囲は大巾に縮少 されよ

う。

第98図 老婆久保遺跡全景

第99図Aト レン チ遺構 検 出セ クシ ョン図 第ioO図Aト レ ンチ3区

第101図 老婆久保遺跡 トレンチ位置図(1=400)
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第102図 湊 、 小 坂地 区遺 跡分 布 地 図(1=20,、000)


